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契機となった S&L危機の原因と考えられる SFAS第15号 Accounting by Debtors


























































提唱した文献として著名な Paton and Littleton著の An Introduction to Corporate
Accounting Standards（以下，Paton and Littleton学説という）に基づいて原価
主義会計の損益計算構造を分析し，米国における時価主義会計を提唱した文献
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として著名な Sterling著の Toward a Science of Accounting（以下，Sterling学説
という）に基づいて時価主義会計の損益計算構造を分析する。




















おいて，資産は「未解決の収益的支出（revenue charge）」（Paton and Littleton
1940,25）と定義され，将来の収益獲得が期待される投資額と理解されている。







































ばれる COG の減少をもたらす。価値の変化は，増価とよばれる COG
の増加あるいは減価とよばれる COG の減少をもたらす。
（Sterling1979,192）
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